
 

 

 

                            名大単独研究用 

2026年  4月  30日作成 Ver.3 

 

研究課題名「乳幼児神経発達の関連要因探索：乳児・母親の腸内細菌叢に着目

して」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

 本研究の対象者は、2026年 4月 1日から 2030年 3月 31日の間にご出産される予

定の方で、以下に当てはまり本研究の参加について文書で同意された方です。 

・正期産の妊娠 37週以降に出産 

・単胎（双子や三つ子でない）の児を出産した母子 

・日本語の読み書きができる満 18歳以上の母親 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

①産後 2－4日目・1か月・６か月の母子の腸内細菌叢の構成・占有率に影響を与える

要因を分娩時母体投与薬剤・早期母子接触持続時間・母乳育児・妊娠中と産後の母親

の栄養素摂取状況などに着目して明らかにする。 

②乳児の脳神経発達に関連する生後 2-4日・１か月・６か月の腸内細菌をそれぞれ特

定する。 

③母親の育児ストレスに関連する産後 2-4日・１か月・６か月の腸内細菌をそれぞれ

特定する。 

④乳児の脳神経発達に関連する要因を探索する。 

⑤母親の育児ストレスに関連する要因を探索する。 

 

研究方法： 

出産後の入院中に本研究の同意を得たのち、分娩直後の早期母子接触(Skin-to-skin 

contact: SSC)アンケート、出産体験の評価尺度 Salmon's Item List日本語版 (SIL)、

出産恐怖感W-DEQ-B（産後）、簡易型自記式食事歴法質問票(BDHQ)、Edinburgh 

Postnatal Depression Scale（エジンバラ産後うつ病質問票: EPDS）、Numerical 

Rating Scale（出産後の入院中の創部・腰部の痛みの自覚: NRS）を記入していただ

き、入院中にお母さんと赤ちゃんの便を採取します（腸内細菌叢の研究参加の方の

み）。その他の内容はカルテから情報を収集する。 

１か月健診時に、自宅でお母さんと赤ちゃんの便を採取して（腸内細菌叢の研究参

加の方のみ）病院にもってきていただきます。病院来院時の外来待ち時間中に

BDHQ、EPDSと母乳育児に関するアンケートに答えていただきます。1か月健診時



 

 

 

から研究参加の場合は、SIL、W-DEQ-B、NRS、早期母子接触アンケートが追加とな

ります。 

生後６か月時には、事前にメールで連絡をとり、便採取キット等を自宅に送付して

よいか確認をとります。確認がとれれば、便採取キットと BDHQ、育児ストレス質問

票(PSI)、日本語版乳幼児発達検査（日本語版 ASQ-3）、母乳育児に関するアンケート

等を送付します。自宅で便を採取し（腸内細菌叢の研究参加の方のみ）、アンケート

に答えたら、郵送で大学に送っていただきます。 

生後１年、２年、３年時にアンケートを送付してよいか事前にメールで確認をと

り、母乳アンケート、育児ストレス質問票(PSI)、日本語版乳幼児発達検査（日本語版

ASQ-3）を送付します。アンケートに答えたら、郵送で大学に送っていただきます。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2033年  3月  31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 試料：便（腸内細菌叢の研究参加の方のみ） 

 質問票：出産中のサポートアンケート、出産体験の評価尺度 Salmon's Item List日

本語版、Wijma Delivery Expectancy/Experience Questionnaire（出産恐怖感、産

後 version B）、Numerical Rating Scale（出産後の入院中の創部・腰部の痛みの自

覚）、簡易型自記式食事歴法質問票(BDHQ)、Edinburgh Postnatal Depression 

Scale（エジンバラ産後うつ病質問票）、Parenting Stress Index（育児ストレスイ

ンデックス）、日本語版乳幼児発達検査（日本語版 ASQ-3） 

 情報：年齢、教育歴、婚姻状況、世帯収入、職業、既往歴、出産歴、喫煙歴、飲酒

歴、アレルギーの有無、妊娠糖尿病の有無、妊娠高血圧症候群の有無、分娩方法、

分娩所要時間、分娩時薬剤の使用と使用量、B群溶連菌の有無、分娩中の発熱の有

無、出血量、貧血の有無、入院中の母乳育児等、分娩直後２時間以内の早期母子接

触開始時間・持続時間（接触前の身体の清拭の有無を含む）、母乳育児状況（退院

時、1か月健診時、6か月、1歳、2歳、3歳） 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 



 

 

 

連絡先：研究責任者 

  名古屋大学大学院医学系研究科 次世代育成看護学 助教 富田綾 

〒461-8673 名古屋市東区大幸南 1-1-20 

直通電話番号 052-719-3109 FAX番号 052-719-3109 

e-mail: tomita.aya.f4@f.mail.nagoya-u.ac.jp 

 


